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教 育 委 員 会 会 議 録 要 旨（令和 2 年第 13 回） 

定 例 会 
日 時 令和 2年 7月 15 日(水） 午後 2時 00 分 

場 所 明 石 市 役 所 分 庁 舎 4 階 教 育 委 員 会 室 

出 席 者 

委 員 

清 重 隆 信     教 育 長 

伊 賀 文 計    委  員 

栗 岡 誠 司    委  員 

川 本 まり子    委  員 

柏 木 輝 恵    委  員 

事 務 局 

北條局長 

村田次長（管理担当） 

福本次長（指導担当） 

市川次長（給食担当）兼学校給食課長 

廣岡次長（情報担当）兼情報化担当課長 

寺田総務課長 

金井学校教育課長 

前薗明石商業高等学校事務局長 

東川明石養護学校長 

橋本明石商業高等学校長 

三ノ浦総務課企画総務係長 
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○次 第 

○議案 

 議案第 32 号 令和 3年度使用の明石市立明石養護学校高等部の教科用図書の採択のこと 

 議案第 33 号 令和 3年度使用の明石市立明石商業高等学校の教科用図書の採択のこと 

  

○報告事項 

1.令和 2年度明石市立中学校卒業式の日程について 

 

開催 

（清重教育長） それでは、ただいまから、令和 2年第 13 回定例会を開会します。 

本日の署名委員は、柏木委員お願いします。 

前回の審議事項は、議案第 31 号「明石市立学校通学区域審議会に

諮問すること」を審議し、原案どおり可決されています。 

ご確認ください。 

それでは、本日の審議を始めます。 

議案第 32 号「令和 3 年度使用の明石市立明石養護学校高等部の教

科用図書の採択のこと」について、説明をお願いします。 

（金井課長） 議案第 32 号、「令和 3年度使用の明石市立明石養護学校高等部の教

科用図書の採択のこと」について承認をお願いするものです。 

議案の内容といたしましては、令和 3年度使用の明石市立明石養護

学校高等部の教科用図書については、教科用図書選定に関する報告書

に掲げる図書を選択するというものでございます。 

提案理由といたしましては、本案は、明石市立明石養護学校長から

申請のあった、令和 3年度使用の明石市立明石養護学校高等部教科用

図書選定につき、申請のとおり採択しようとするものでございます。

本日は、明石養護学校高等部教科用図書選定委員会代表の東川校長

が出席しております。教科書選定に関する補足説明は、東川校長から

行います。 
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よろしくご審議たまわりますようお願いいたします。 

（東川校長） 補足説明をさせていただきます。 

新学習指導要領は、小学校では 2020 年度、中学校では 2021 年度か

ら全面的に実施されます。また、高等学校では、現行の学習指導要領

による教育課程は、2013 年度入学生より年次進行で移行しておりま

す。 

次期学習指導要領は、2022 年度より学年進行で実施されますので、

来年度につきましては、学習指導要領上の大きな変更はございませ

ん。 

ただし、2019 年度から移行措置として、一部の教科科目でも次期学

習指導要領の部分的な適用はされております。従いまして、2020 年度

も移行措置が引き続き行われます。その中で、本校特別支援学校では、

小中高等学校の学習指導要領に合わせて実施されることとなってお

ります。 

明石養護学校では、今年度から、高等学校の当該学年の学習をする

生徒に対する教科書の選定をしました。本校は、知的障害のある児童、

生徒も通っておりますが、学校の種別として、肢体不自由はあるが、

知的には障害がない児童、生徒も通う学校です。今まで、高等部に知

的障害がない生徒が通うことがありませんでしたので、高等学校の教

科書の選定をしてきませんでした。しかし、今後、知的障害のない生

徒も入学、編入してくることも考え、市教委とも相談をし、選定を行

いました。 

選定方針としましては、本校の教育課程、生徒の実態に即し、肢体

不自由のある生徒にとって、学びやすいものを選定するように留意し

てまいります。 
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それでは、具体的な内容につきまして、いくつかの教科書を挙げて

説明いたします。 

まず、国語の国語総合では、三省堂の「明解国語総合 改訂版」を

選定しております。選定理由としましては、現代文では親しみやすく

主体的問題として取り組むことができる題材が多く、古典では基礎学

力の定着に適した教材が精選されていることがポイントです。 

例えば、学習の手引きにある「学びの道しるべ」では、空欄補充等

を通じて、主体的に主題や論旨を掴むことができる工夫がされており

ます。 

公民の現代社会では、帝国書院の「高等学校 新現代社会」を選定

しております。選定理由としましては、高校生にとって身近な題材や

興味、関心を高められる写真やデータが豊富で、見やすい構成になっ

ているというところです。グラフや統計資料も新しいデータが使用さ

れており、見開き構成で同じページの中で資料が活用できるようにな

っております。 

数学では、数研出版の「改訂版 新 高校の数学Ⅰ」を選定してお

ります。こちらにつきましては、導入問題で身近な例を挙げており、

学び方をイメージしやすく、学習に取り組みやすい内容となってお

り、抽象的な数学を、イラストやカラーによる視覚的な支援で充実さ

せているということで選ばせていただきました。 

例えば、1 ページの中に例題、回答、類似問題が収まっており、レ

イアウトがすっきりしていますので、視覚的に弱い生徒にとって、分

かりやすいものとなっております。 

次に、理科の科学と人間生活では、第一学習社の「高等学校 改訂

科学と人間生活」を選定しております。こちらにつきましては、日常
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生活との関連について理解を深めやすい題材や工夫が多く盛り込ま

れており、生徒に親しみやすく、理解しやすい教科書であるという点

がポイントになります。 

例えば、チェック、トピック、人物などのコラムが随所に設けられ

ており、生徒の興味を喚起する展開となっております。 

また、ムービーのアイコンが付された実験の動画が配信されてお

り、興味や関心を持ちやすく、復習にも役立つ工夫がされております。

最後に、外国語のコミュニケーション英語Ⅰでは、第一学習社の

「Viva！English CommunicationⅠ」の教科書を選定しております。 

こちらにつきましては、文字が大きく、行間も広いため、英文を視

覚的に捉えやすくなっております。また、語彙、文法、表現等、基礎

的な項目と発展的な項目がバランス良く含まれており、生徒の実態に

合わせて指導しやすいというところを選定理由にしております。 

肢体不自由児の生徒にとっては、空間認知が難しい場合があり、教

科書を読むことの困難さがあります。ですので、行間が広く取られ、

見開き構成になっていると見やすく、理解しやすいということになり

ます。 

以上を補足説明といたします。どうぞよろしくお願いいたします。

（清重教育長） 何かご意見やご質問などはありますでしょうか。 

（栗岡委員）  No.13 と No.20 の社会は地歴ですね。高等学校なので社会科は無い

と思います。 

（東川校長）  はい、地歴になります。 

（栗岡委員）  No.3 の数学Ⅰで、「改訂版 新 高校の数学Ⅰ」の「新」が付いて

いる方は易しい方ですね。 

（東川校長）  はい、そうです。 
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（栗岡委員）  No.15 と No.21 の理科で、同じ教科書をなぜ 2 年生と 3 年生で使用

するのでしょうか。一回購入すればよいと思います。 

（東川校長）  申し訳ありません。確認いたします。 

（栗岡委員）  No.7、No.16、No.22 の芸術で、教科書名は美術 1、美術 2、美術 3

となっておりますが、教科書会社、ページ数が同じです。これは合っ

ているのでしょうか。 

（東川校長）  こちらも確認しまして、後日お答えさせていただきます。 

（柏木委員）  今回は肢体不自由児の生徒の教科書ということですが、知的障害の

生徒の教科書採択は、また別であると思ってよろしいでしょうか。 

（東川校長）  一般本というものがあり、別で採択になります。 

（柏木委員）  肢体不自由児の生徒も、今後、大学受験を考えていたりすると思う

のですが、そういった大学受験も加味された教科書が選定されている

のでしょうか。 

（東川校長）   易しい高校教科書になっております。 

今のところまだ知的障害のない生徒で入学される方がおりません。

本校自体が非常に重度重複の子どもたちの学校ですので、まずは簡

単な高校教科書というところで選ばせていただいております。 

（川本委員）  肢体不自由児の生徒ですので、視覚障害や聴覚障害の生徒もいると

思います。そういった生徒の教科書はどうなっているのでしょうか。

（東川校長）  視覚障害の生徒は点字用の図書を使います。聴覚障害の生徒は見て

授業ができますので、通常の教科書を使用します。 

（川本委員）  同じ内容の教科書が点字用になっているのでしょうか。 

（東川校長）  また確認させていただきます。 

（清重教育長） ご説明ならびにご答弁いただき、ありがとうございました。これよ

り採択となりますので、東川校長先生にはご退室いただきます。 
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今まで高校の教科書はありませんでしたが、特別支援学校の場合は

就学奨励費というものがあり、教科書は無償の対象になっておりま

す。 

今回、習熟の程度に応じて、理解しやすいものを選んでいただくと

いうことになっております。 

それでは採択について諮らせていただきます。 

議案第 32 号を承認としてよろしいでしょうか。 

（各委員） 異議なし 

（清重教育長） 議案第 32 号を承認といたします。 

次に、議案第 33 号「令和 3 年度使用の明石市立明石商業高等学校

の教科用図書の採択のこと」について、説明をお願いします。 

（前薗事務局長）  議案第 33 号「令和 3 年度使用の明石市立明石商業高等学校の教科

用図書の採択のこと」について、ご説明いたします。 

議案内容でございますが、令和 3年度使用の明石市立明石商業高等

学校の教科用図書につきまして、別添「教科書選定に関する申請書」

に掲げる図書を採択するものでございます。 

提案理由でございますが、本案は明石市立明石商業高等学校長から

申請のあった、令和 3年度使用の明石市立明石商業高等学校教科用図

書選定につき、申請のとおり採択しようとするものでございます。 

本日は、明石商業高等学校教科用図書選定委員会代表の橋本校長が

出席しております。 

教科書選定に関する補足説明は橋本校長から行います。 

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

（橋本校長） 補足説明をさせていただきます。 

 まず、概略ですが、ほぼ 10 年ごとに改訂されてきた学習指導要領
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ですが、現行の教育課程が平成 25 年度入学生より年次進行で移行し、

次年度で 9年目となります。 

 高等学校においては、新学習指導要領は令和 4年度入学生より学年

進行で実施されますので、来年度令和 3年度は、学習内容に大きな変

更はございません。1 年生においては、現行の教育課程で教科書選定

をする最後の年となります。 

 教科書は、特に問題がなければ、次年度も今年度と同じものを使用

します。 

 次年度については、3 冊が新たに選定される教科書となり、いずれ

も家庭科の教科書です。 

本校の選定方針として、本校の教育課程に合っているか、生徒の実

態に即しているか、発展性のある内容のものであるかといったことに

留意して選定しております。 

 まず、教育課程ですが、単位数が豊富に取れるのか、ギリギリなの

か、本校は商業科で専門学科の学校ですので、特に普通科目において、

普通科高校より単位数が少ないという現状がございます。そういった

ギリギリの中で、総体的に見て、生徒の学力や興味が高いのか低いの

かによって、教科書の題材、説明の量、質、資料の内容等を検討して

おります。 

 また、発展性については、次期学習指導要領の理念を踏まえ、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた教育活動を展開できるかと

いうことも選定の方針にしております。 

 それでは、今回変更した家庭科の 3冊について説明します。 

 No.35、No.36 、No.52 の 3 冊になりますが、令和 4年 4月の成年年

齢を引き下げという民法改正に伴い、消費者教育の必要性が出てきま
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した。来年度から国際会計科の生徒が 3年生で履修していた「家庭基

礎」を 2年生での履修に教育課程上変更いたします。その移行時期に

あたる来年度は、国際会計科の 2年生と 3年生が同時に「家庭基礎」

を履修している年度となります。ですので、事実上「家庭基礎」と「家

庭総合」2冊の変更となります。 

 「家庭総合」の教科書において、現在使用している教科書がイラス

ト、写真、図表等が効果的で優れていると判断し使用してきましたが、

表現や内容に気になる部分が複数見受けられるため、ワイド版で本文

の横にある、いわゆる側注の幅が大きく、丁寧で、図やイラスト、表

の配置も生徒の興味、関心を引き、理解しやすい構成で、現在使用し

ている教科書と内容的に遜色がないと判断し、「東京書籍」のものを

選定しました。 

 また、成年年齢の引き下げによって重要視される「消費者教育」の

内容では、「家庭総合」「家庭基礎」ともに、「契約」という行為をす

る際の「チェックシート」やクーリングオフの通知書のフォームを掲

載されている点や、多重債務についての表が非常に分かりやすいなど

も選定の理由として挙げております。 

 次に、変更した教科書以外について、2 つピックアップして説明を

します。 

 No.46 と No.47 の公民の現代社会は、数研出版の「改訂版 高等学

校 現代社会」を選定しております。特に内容的に言いますと、日常

学習から高度な学習にも対応できる内容で、1 項目見開き 2 ページに

収納し、見やすい工夫がされております。 

 さらに、中学で学ぶ最重要語句に赤線があり、中学校とのつながり

を意識して学習することが可能となっております。さらには、「日本
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の領土をめぐる情勢」では、北方領土、竹島、尖閣諸島について触れ

ており、次期学習指導要領の先行実施「北方領土、尖閣諸島と竹島」

を「固有の領土」ということで、「領土問題は存在しない」という指

導がスムーズにできるという点を評価しております。 

 No.16 と No.17 の商業のビジネス基礎は、東京法令の「ビジネス基

礎 新訂版」を選定しております。 

 この理由としまして、商業の基礎基本を構築する商業科における数

少ない原則履修科目です。特に「卸売商」や「小売商」にかかる流通

機構の説明が手厚く、将来的に「マーケティング」や「商品開発」と

いった科目を履修する際に、この教科書で学習した内容が生きてきま

す。 

 さらに、本校が力を入れている「ビジネス計算」の分野が充実して

おり、発展的な内容として「複利原価」や「時価価値」等にも触れて

おり、次年度以降に学習する「財務会計」や「管理会計」にもつなが

ると考えております。 

 以上を補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

（栗岡委員） No.9 と No.10 で 1 年生の生物基礎があり、No.30 と No.31 で 2 年生

の科学と人間生活がありますが、一般的な感覚では、科学と人間生活

を 1年生で習い、生物基礎を 2年生でといったことが多いと思います

が、なぜこういった順番にされているのでしょうか。 

（橋本校長） まず、科学と人間生活におきましては、すべての理科探求のものを

学習するということですが、それをやってから生物基礎という専門に

入っていくといった順番が一般的だと思います。 

まず、生物基礎が、化学や物理より取り組みやすいということで、



 

 11

そこから入ってさらに理科の視野を広げていくといった意図で、この

ような順番にしております。 

（栗岡委員） 順番的には、学習指導上問題ないのでしょうか。 

（橋本校長） 問題はございません。 

（栗岡委員） 国際会計科と商業科の教科書は、だいたい同じものを使用しており

ますが、No.1 と No.2 の国語では違うものを使用しております。これ

は何か理由があるのでしょうか。 

（橋本校長） 本校には国際会計科が 1クラスあるのですが、国語の授業におきま

しては、二人担当制でクラスを 20 名に分けて、教育課程上授業を進

行しております。そういった関係で、非常に丁寧に授業ができるとい

うことで、教科書の内容としては国際会計科の方が若干高度なものを

利用し、商業科では標準的ものを利用しております。 

（栗岡委員） 国語に関して、国際会計科と商業科では 3年間の履修単位の総計は

違うのでしょうか。 

（橋本校長） 国語総合では、1 年生で国際会計科 4 単位、商業科 3 単位というよ

うに、単位数が違いますので、国際会計科でより丁寧に授業ができて

おります。 

（柏木委員） 家庭科の教科書も、国際会計科と商業科で「家庭基礎」と「家庭総

合」と違うのですが、どう違うのか教えてください。 

（橋本校長） まず、国際会計科ですが、「家庭基礎」という科目で 3 年間で 2 単

位履修します。商業科は「家庭総合」という科目で 2 年生 2 単位、3

年生 2単位の合計 4単位の履修をしております。 

（柏木委員） では、国際会計科は 2単位で基礎的なことだけを学び、商業科では

4 単位で総合的な幅広い内容を学ぶといった理解でよろしいでしょう

か。 
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（橋本校長） そのとおりです。 

（川本委員） 先ほど、国際会計科の 2年生と 3年生が同時に「家庭基礎」を履修

しているとの説明がありましたが、もう一度説明をお願いいたしま

す。 

（橋本校長） 現行は、3 年生で「家庭基礎」を履修することになっておりますの

で、国際会計科の現 2年生が 3年生になったときに履修します。 

しかし、今の 1年生の学年から、高校 3年生になった時点で民法が

変わりますので、3 年生で履修するには遅く、特に、消費生活のとこ

ろを 2 年生で勉強し終わりたいということで、来年は、現 1 年生が 2

年生で「家庭基礎」を学習し、現 2年生は 3年生で学習するというこ

とになります。 

（川本委員） 国際会計科の外国語は、商業科よりも単位数は多いのでしょうか。

（橋本校長） 単位数は多くなっております。教科書も、例えばコミュニケーショ

ン英語は、商業科ではⅠ、Ⅱまでですが、国際会計科はⅠ、Ⅱ、Ⅲま

でとなっており、英語に関しては大幅に多くなっております。 

（川本委員） 商業科に関するところ、英語に関するところは違うと思いますが、

他は同じ教科書を使用していると思っておりましたので、結構違うこ

とに驚きました。 

（橋本校長） 進学に対応するため、少し高度な教科書を使用しております。 

（清重教育長） ご説明ならびにご答弁いただき、ありがとうございました。 

これより採択となりますので、橋本校長先生にはご退室いただきま

す。 

それでは採択について諮らせていただきます。 

議案第 33 号を承認としてよろしいでしょうか。 

（各委員）  異議なし 
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（清重教育長）  議案第 33 号を承認といたします。 

 次に、報告事項 1「令和 2 年度明石市立中学校卒業式の日程につい

て」、説明をお願いします。 

（金井課長） 報告事項「令和 2年度明石市立中学校卒業式の日程について」ご報

告いたします。 

入学式翌日より新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、市

内学校においては約 2 か月の臨時休業となり、6 月 1 日から学校が再

開されました。 

そのため、本市におきましては、夏季休業日の短縮を決定し、授業

時数の確保に努めているところです。 

しかしながら、中学校 3年生においては、例年、県立高等学校入試

の 2日前に中学校の卒業式を実施しているため、他学年と比べると十

分な授業時数の確保が難しい状況にあります。 

このたび、兵庫県教育委員会より「令和 3年度兵庫県公立高等学校

入学者選抜に関する基本方針」が決定され、学力検査が令和 3年 3月

12 日（金）に実施されることとなりました。 

つきましては、中学校 3年生の生徒達に対して、十分な学習保障を

行うためにも、余裕をもった日程で卒業式を行うこととし、令和 2年

度明石市立中学校卒業式の日程を令和 3 年 3 月 17 日（水）にしたい

と考えております。 

報告は以上でございます。 

（清重教育長）  何かご意見やご質問などはありますでしょうか。 

（柏木委員）  卒業式を入試の後に変更したことにより、中学校の先生方の反応は

いかがでしょうか。 

（金井課長）  校長会でも打診をさせていただいております。今年は特に、コロナ
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ウイルスの関係もありますので、校長先生も含め職員たちも納得して

おります。 

 今回、コロナウイルスの関係で様々な行事が精選され、計画や練習

の時間も短くなっておりますので、今後、いろいろな行事のやり方も

変わってくるのではないかと予想されます。 

 実際、12 日の試験まではしっかりと学習をし、その後の練習期間で

卒業式の練習を十分できるのではないかと考えております。 

（川本委員）  学力検査が終わってからも、学習はしていただけるのでしょうか。

（金井課長）  それにつきましては、各中学校がどういった計画をしてくるかとい

うこともあると思いますが、卒業式の練習も含めて学習面も入ってく

ると思います。 

（栗岡委員）  入学前は勉強をしないので学力が落ちる時期だと言われ始めてお

りますので、今後の課題として 3月中旬の修了後の学習ということも

協議していただければと思います。 

 あと、意見になりますが、コロナウイルスに関係なく、この日程が

良いと個人的には考えておりますので、またご検討ください。 

（清重教育長）  以上で本日の議事は全て終了いたしました。 

 以上をもちまして、第 13 回定例会を終了いたします。 

 （１４：５０ 閉会）

 


